
JP 2014-528025 A5 2015.11.12

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成27年11月12日(2015.11.12)

【公表番号】特表2014-528025(P2014-528025A)
【公表日】平成26年10月23日(2014.10.23)
【年通号数】公開・登録公報2014-058
【出願番号】特願2014-533611(P2014-533611)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  14/073    (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  61/34     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/37     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/17     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ   14/073    　　　　
   Ｃ０８Ｌ   61/34     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/37     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/17     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年9月17日(2015.9.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベンゾオキサジン、チオール化合物及びアミン化合物を含む、硬化性組成物であって、
　前記チオール化合物が、Ｒ４－（ＳＨ）ｎで表される化合物であり、
　前記アミン化合物が、Ｒ１０（ＮＨＲ９）ｐであり、
　前記チオール化合物及びアミン化合物のうちの少なくとも１つが多官能性であり、
　前記ベンゾオキサジン環が前記チオール化合物及び前記アミン化合物で開環される、硬
化性組成物。
［式中、ｎは１～６であり、Ｒ４は（ヘテロ）ヒドロカルビル基であり、Ｒ１０は（ヘテ
ロ）ヒドロカルビル基であり、ｐは１～６であり、各Ｒ９はＨ又はヒドロカルビル基であ
る。］
【請求項２】
　前記チオール化合物がポリチオールであるか、又は前記アミン化合物がポリアミンであ
る、請求項１に記載の硬化性組成物。
【請求項３】
　前記ベンゾオキサジンがポリベンゾオキサジンである、請求項１に記載の硬化性組成物
。
【請求項４】
　前記ポリベンゾオキサジンが、式：
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【化１】

　のものであり、
　式中、各Ｒ１はＨ又はアルキル基であり、
　Ｒ２はＨ、共有結合、又は多価（ヘテロ）ヒドロカルビル基であり、
　Ｒ５は価数ｘを有する一級アミノ化合物の（ヘテロ）ヒドロカルビル残基であり、
　ｍは２～４であり、
　ｘは少なくとも１である、請求項３に記載の硬化性組成物。
【請求項５】
　Ｒ５がポリ（アルキレンオキシ）基である、請求項４に記載の硬化性組成物。
【請求項６】
　前記ポリベンゾオキサジンが、式：
【化２】

　のものであり、
　式中、各Ｒ１はＨ又はアルキル基であり、
　Ｒ２はＨ、共有結合、又は二価（ヘテロ）ヒドロカルビル基であり、
　ｍは２～４であり、
　Ｒ５は前記（ヘテロ）ヒドロカルビル基である、請求項３に記載の硬化性組成物。
【請求項７】
　前記ポリベンゾオキサジンが、式：
【化３】

　のものであり、
　式中、各Ｒ１はＨ又はアルキル基であり、
　Ｒ２は、共有結合、又は二価の（ヘテロ）ヒドロカルビル基であり、
　ｍは２～４であり、
　ｚは少なくとも２であり、
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　Ｒ５は一級ジアミノ化合物の二価（ヘテロ）ヒドロカルビル残基である、請求項３に記
載の硬化性組成物。
【請求項８】
　Ｒ４が、１～３０個の炭素原子及び場合により１～４個の酸素、窒素又はイオウのカテ
ナリーヘテロ原子を有する、非ポリマー性脂肪族、脂環族、芳香族又はアルキル置換芳香
族部分である、請求項１に記載の硬化性組成物。
【請求項９】
　式：
【化４】

　の開環ベンゾオキサジンオリゴマーであって、
　式中、各Ｒ１は、Ｈ又はアルキル基であり、かつ脂肪族アルデヒドの残基であり、
　Ｒ２は、Ｈ、共有結合、又は多価（ヘテロ）ヒドロカルビル基であり、
　Ｒ５は、一級アミノ化合物の（ヘテロ）ヒドロカルビル残基であり、
　Ｒ８は（ヘテロ）ヒドロカルビル基であり、
　Ｚは、－Ｓ－又は－ＮＲ９（式中、各Ｒ９は、Ｈ、又はアリール及びアルキルを含んで
いるヒドロカルビル基である。）の混合物であり、
　ｐは１～６である、開環ベンゾオキサジンオリゴマー。
【請求項１０】
　構造：

【化５】

　を有するオリゴマーであって、
　式中、各Ｒ１は、Ｈ又はアルキル基であり、かつ脂肪族アルデヒドの残基であり、
　Ｒ２は、Ｈ、共有結合、又は多価（ヘテロ）ヒドロカルビル基であり、
　Ｒ５は、モノアミン又はポリアミンであり得る、一級アミノ化合物の（ヘテロ）ヒドロ
カルビル残基であり、
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　Ｒ８は（ヘテロ）ヒドロカルビル基であり、
　Ｚは、－Ｓ－又は－ＮＲ９（式中、各Ｒ９は、Ｈ、又はアリール及びアルキルを含んで
いるヒドロカルビル基である。）の混合物であり、
　ｐは１～６である、オリゴマー。
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